
 ブースを紹介してみよう

最終回は会場を島型にレイアウトし、実践的なプレゼン大会を行い
ました。3分の発表＋3分の質疑応答を1セットに、順番にブース案を
披露していきました。
スライドを使って発表する人、本番さながらのディスプレイを仕上
げた人、活動への思いを熱く語る人、どれも力のこもった発表とな
りました。
聞き手は、気になったブースの発表を聞きに回ります。扱う商品や
サービスの内容だけでなく「それぞれの思い」が伝わるブース作り
になっているかをお客さん目線でチェック。良かった点や質問、ア
ドバイスなどを専用のシートに書き留めていきます。それぞれが商
品を手に取ったり、熱心にプレゼンに耳を傾けたりする中、あっと
いう間に3分が過ぎていきました。

おにクルでつくろう
はじめてのマルシェ
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「はじめてのマルシェ」講座もいよいよ最終回！毎回ゲストの講師
を迎え、皆で学び合いながらマルシェを少しずつ形にしてきまし
た。今回は、今まで学んできたことをふりかえるとともに、おにク
ルのオープンスペースを利用する意義、活動への思いを言語化する
重要性などを確認しました。
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共同開催：
茨木市
茨木市文化・子育て複合施設おにク
ル（指定管理者 おにクルみらい）
茨木市市民活動センター きゃぱす
（指定管理者 いばらき市民活動推進
ネット）

皆さんからの意見は、マル
シェ開催に向けて、自分の
ブースを客観的に見つめ直
す貴重な材料になったよう
です。



 参加者の感想

 おわりに

講演　活動を続けること～「はじめてのマルシェ」から次の一歩へ
「はじめてのマルシェ」講
座で学んだことは、おにク
ルでのマルシェ出店はもち
ろん、今後どんなことをし
たいかを考えるきっかけに
もなります。

11月24日（月・祝）11:00~16:00　会場： おにクル1階　オープンギャラリー・エントランス広場

最後に、きゃぱすのセンター長・入交が総括をしました。
「 今 回 の 講 座 は 、 行 政 （ 共 創 推 進 課 ） ・ 指 定 管 理 者
（SPS）・きゃぱすの三者が、会議を重ね実現させた講座で
す。おにクルのミッション『みんなが“ここちいい”を感じら
れるまちに』や、ビジョンである『遊び心とチャレンジを
大切に』を実現すべく、各所が全力で伴走してきました。
マ ル シ ェ が 終 わ っ た 後 も 、 皆 さ ん の 活 動 を 支 援 し ま す の
で、ぜひ活動を続けてください」とエールを送りました。

今後の活動の続け方について、NPO法人市民ネット
すいたの入江陽子さんにお話しいただきました。
入江さんからは、ブース発表の講評のなかで「『人
に喜んでもらいたい』と考える方は多い。『どうい
う状態になれば喜んでもらえたのか』を具体的に思
い描くことが大切」とアドバイスがありました。

今後も活動を続けるためのポイントは
①場所②お金③仲間 の三要素。

「場所」は、活動を継続するための土台。「常設拠
点・イベント出店・オンラインなど、柔軟に考える
と良い」と入江さん。
「お金」も活動を続けるために「材料費・交通費だ
けでなく、スキルアップのための自己投資など、目
に見えないコスト」も考える必要があります。
「仲間」については、一人でやるのかチームでやる
のか、それぞれのメリット・デメリットも考えなが
ら、自身の活動に合わせたスタイルを選ぶことが大
切です。

また『何のために活動するのか』という活動の【コ
ア】を言語化することも重要。そのためには、 第三
者への壁打ちが有効で、入江さんからも「きゃぱす
を活用すると良い」とアドバイスがありました。

最後に入江さんは、書籍『生き心地の良い街（岡 檀
著）』を挙げて「暮らしやすい、生きやすい街は、
行政やディベロッパーだけが作るものではなく、私
達一人ひとりの生き方やあり方が作っていく」とい
う言葉を紹介。「公共の場でマルシェにチャレンジ
することは、子どもたちに『何かに挑み、失敗して
も大丈夫』という姿を見せることでもある。それが
生きやすいまちづくりにつながる」との話で締めく
くりました。

講座に参加する機会をいただけて感謝しています。自分自身を深
く見つめることができました。
それぞれの思いを知って勇気をもらったり、共感したり、皆さん
と交流ができました。
 マルシェ出店をチャレンジする姿を見せるというお話に感銘し
ました。
皆の熱意に感化されて「今後も続けてみよう」という気持ちにな
りました。

おにクルマルシェ

入江陽子さん

「暮らしやすいまちは、
　　　　私たちのあり方が作る」


